
山間地小都市（上田市）に於ける運動障害に就いて

土屋敦博

Atuhiro TUCHIYA : Physical Injuries caused by the Bodily Exercises at 
Ueda City (a Small City among Mountains).

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956年10月1日受理）　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　1概　　説　　　　　　本調査の燗陥　構病は何れも1週間以上の治療磁
体育はhealth　educati・nとphy・i。、1，d。，。ti。。とか　を要す砒較鵬度のものをとり軽度のものは矧醐と

らなる。従つて学科はこの両者に役立つものでなければ　す・

ならない・Health　educati・nのためには儲徽学・　　　II調査基礎畷境について
physica工e：lucationには体育生理．学が講ぜられる。

鞘衛生，生理は両学共に不離の関係にあることは雷　ω街の瀞
を要せずとは雷え近時の体育運動の隆昌は体位の向上，　　　調査当地域内で原史時代（上代）に属する弥生式と系

健康の増進に多大の効果を衡し，発育旺盛の年代の人々　　統を同じくする埴輸土器若しくはその後の陶器（すえき）

には特に体育化学，少なくとも体育医学の裏付は必要と　　　類が髄だ多く発見されるので先史時代人の居住レた後・

するのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あまり年代を経ない内に・原史時代人が来住したと推寮

就・臆活のr嚇なる人体の鍛錬乃至発育促進は殆ど実　される・天浪1年〒【桝真田の豪族真田贈守がr蕊曲川岸

科と学科の併合が講ぜられねぱならない。従つて体育教　　　要審の台地を選んで城を築き之を上田城とし築城と共に

育1煤の実施方濁励体的個性を熟知し甑なる指導　舗や商人を招いて市街をなしたものである・

方法を以つて当り体育が教育である限り完二分に科学的　r贈2嚇籍麟豪騒蝋嘱し・大正8年明市制

な言欄と合理的娯践とが期待さオ搬ばならない。体育　施行・畷028年町村合併縫法の機運畔し・29年’4月隣

鞭科学の一〇としての御翻り体髄動の生欝　村2剛醐姶併槻在蔭る・，ト
（physiology　of　physical　education）は生理学的慕実の　　　（2）地　勢

追求をしなければならない。　　　　　　　　　　　　　　日本の屋根と冒われる山岳県長野の東部を北流する千

　運動者各人の個性を没却して指導し，または不適なる　　　曲川（信濃川）沿岸の台上にあつて面積ぱ千曲川を申央

指導方糠より予期しない1聴の種々を惹起し，競掛・　にはさみ・35・16平方粁・市街地の大半は川・iices台上

もそして鱒樋。も多大の阻害醐朔合力・融ある　彫成されている調齢海撚…米級の諸蠣が重
ものである．9うし耀動に依る瀦は主として旺盛な　複してk’　1）　3平耀頑礁地が展瞬訂されている・気候

競争意識のために生理的可能な範囲を越えて無理をなし　　　は北部に山厨を背負い南部がひらけている関係上暖冬冷

た場合，その運動の種類によつて，それに関連の深い器　　　夏であつて・風水警は比較的少なく・健康的な住みよい

官寵つて来るものである．・れらの障寄臆樹る原　街である・叉附近黙高原澗と㈱醜地か硯ても

因或は誘因の主なるものを列記すると，（1）不熟錬，（2）反　　他に類のない恵まれた地勢にある。

貝U（意識的・無意識白勺に）（3）達匡重IJ過度及準｛謄運動不足，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

㈲体調不良，㈲緊張欠如，（6）不可抗力，ω設備の不備，

（ロ）相手の故意，（7）先天的弱質等である。

　今回の運動に因る障害調査研究は昭和30年1月より12

月迄の1年間，主として安藤病院（上田市木町）の診寮

治療臨床Karteに依り集計せしものにして今後山間地

棒育運動の指導と各種運動の進歩状態の参考となるもの

と思われる。
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⑥　官公立学綾の現況
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（9）体育指導者数（公認審判員及教員）
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（3）　‘EP’f＞別（男女）よ睨た硯生は図一N　2の勤で　である。　一㎜』……『國tt一t’t

ある
　　゜　　　　　　　　　　　　　（2）繊4で明らかの如く遊ぎ｝測櫨・生徒逮な中心

puv儲の馳別よ蜆た一般状態に就し、て　とした幼鞠から小鞭下搬徒の鱒の隙軸硫

あ凱灘舗名鋤・図表・（・P・r・）の通・で糠髪織織惣警灘勲

軟灘籍声篇磐欝篇瀦農裂・嚢ll雌欝空1璽更夢螺諜

栂指関節脱日，腰部捻挫及挫傷，指骨関節脱陶，脚関節

捻挫・大腿筋挫傷，股間挫傷，膝関節捻挫，腕骨脱臼，

犀関節脱臼及捻挫，足背腿鞘炎，足舟状骨脱臼等が多く

見られる。

　（2）勤労傷審病名別発生は図表3（Lavus）の適りで

ある。

　　　　　V　傷害種類別に就いて

（1）種mas・llに依硯生轄姻嚢4（Sp…）の海り
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　（4）遮動腫日別に起る外傷について見ると

milta－’lr“s－N”－ww－一一一ww一

一般遊戯
野　　　　　球

ス　　キ　　ー

柔　　　　道

バレーボール

体　　　　操
　（器賊も含む）

陸上競技
ス　ケ　ー　　ト

サ　　ッ　カ　ー

ノミスケッ　トボP・ノレ

テ　　　ユ　　　ス

梢　　　　　撲i

剣　　　　　憎

卓　　　　　球

ラ　　ク　　ビ　ー

備　　　考

腕関節脱臼，足関節捻挫，足関節脱悶，騰骨脱r三ヨ，膝関節捻挫，擁胃’下端綴’折，肘関£9j捻掘上

腕穎折，願上・胃折，脛骨骨折

上騨骨骨折，肋胃・骨折，鵬’胃悦臼，足関節捻挫，腕関節捻挑，腰部捻挫，計鮒・骨折，野球’lI・野

球肘，膝関節捻挫，突指，指伸筋断製

下腿骨折，1、足関節脱匠L膝関節挫傷，尾閥痛，腰部捻挫，膝関節捻挫，膝内障

鎖骨骨折，鎖骨肩峰端脱1≡ヨ，肋骨骨折，上鱒上端骨折，膝足関節轡折

爽F旨，前腱腱鞘炎，肩脚関節捻挫，腕関節捻挫，膝内陣

礁：顯辮撫鵬圏灘辱癬騨講｝撫静騎捌欄節撒醐鮒鵬1轡断
脛部関節離開，　）lt関節捻挫，膝関節捻挫，足痛，腰部捻挫，腕闘節脱聞，撰轡下端轡折，

擁骨骨折，腕関節脱旧，膝関節挫傷，腰都捻挫，足関節脱FGI捻挫，匠庶脅脱闘，肖1醐擦筋

膝関節挫傷，股関節捻挫，脛骨’趾折，』鎖骨周峰端脱臼，足関節脱臼，足掴挫傷

足関節脱臼，剣鳳アヒレス腱瑚i1月炎，下腿挫傷，肖赫脇雪傷足痛

テニス肘足関節脱臼捻1撫，前搏腱鞠炎，腕関節捻挫

鎖骨骨折，肘関節捻挫，下腿帽斬，肋骨骨折，膝関節挫傷　　　　　　　’

足痛，アヒレス腱皮下断裂

腕関節脱閂，股関節欄憂査

擁骨下端骨折，処関節捻挫，膝内障

錨旨o鱒を含む足痛騰姶む

図衷3．摘名別発生図表　　　　　　　　　　　　　　　　図談5。｛弱審月別雛‘1三図盛
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VI　傷養…月別i発生　　　　　　　　　　　　　・・

　傷害月別発生は図表5の通りである。

　全股的には晩秋の10月に最も多く，スポーツ傷害は6

月・勤労傷喜は4月と大きな差が認められる・



　　　　　　　　　　　　　・E：！tts：山間地・儲【玉市（上田市）に方冬ける運動障轡に就）・て　　　　　　　81

　　　　　　　　　VII・総合考繋　　　　　　　　　　　　外傷は四月と，単生層と祉会層との違いが｝r・1】然とし，学

ω教翻獣聰を以つ一C，その聰創欄しなヵ・1　‘圃騨轍に対し・各壌脚粉オ岬！肘なわち花見

模際的vqwrvi低獄嚇師眞1きつつ鋤のである醐　嚇：多くの鵬醗生し・ている・甥儲の＝一月は螂

Stsはいろいろの輔，繍的条件に縛ら繊想とは∫Lそ　分がスヤ”・　er一よるもので雷・る・

離れたものになり勝ちである。　　　　　　　　　　　　　　㈲　年齢別から見るとスポ…一ツでほ年齢の軍むにつtp

鞘轍育と共に髄がt。けれlst、t。らない．髄は体　て瀦は逐次1妙し・・燗」齢・於いて肥＋才以燦

育にとつて貢蹴仕藝である。従つて体育V・於いてその　なると殆どスポーツをやつていないことである・逆に勤

能率をあげると共に，体育の目標逮成には欠くべからざ　　　鋤者は数が増しているのは最近に於けるリクレゴ『シコ

るものである。又体育は醐と鰯三の難艶通じての人　ンの盛んさ赫してu’る・

間1生の発展を企図する教育であるが故に，運動によつて　　　　結局スポーツは極端に学生閥に限られていると考察さ

行なわれる教育である。　　　　　　　　　　　　　　　　れる。

　学校体育では「望ましい変化」を望み剛票を決定1、最　　　　㈲　スポーツ陣害の種類1歌数争く誌められ・鋤働陳審・

良の方溢で学習させ，祉会体育は情況を轟にし，対象が　　老年者の比較的数多ぎは・圏己の体力を無視したりまた

不建である。結局祉会体育は逮鋤場設備，運動の機会，　．砦い時代の纈い出として不本意乍ら人に進められるまま

運動篠の灘，揮儲の数及適諏こ依磁が生ずる。　に漣敬はリクレバシ・ソ等に参力賎た場合が多

　斯くした面から見ても体育は「全入」の発達を考える　 い。共の他については従来の統計で見られる如く・下

時最も有効な教育手段である所以である。従来ややもす　　　肢，殊に膝関節の挫陽足関節の挫傷等は一ナ拠こ多く・

ると条件的叉は年齢的から良いともされているが学生層　傷1酩も大論違い瞬勘ら溜よい・

に偏電の嫌いがあつたが畏近は職場の駆盆という見地か　　　特にスポー・ツに依る薯しき陳警としての例を叢ぐると

ら祉会・人もスポー一ツになじみ且つ学生層も広範囲に行な　　　算翼例1，は跳躍・走技の際に発生する・脛骨結節部に

われる機運が拓けたのは簿ばしい辮である。斯くしたス　　　鵠きた骨折であつて・之は骨端核癒合する以荊に，その

ポーツ陵盛の機会に比較簡体育の衛生方面に無関心な纂　　　骨重播核に附蒲している筋の強力なる興状収縮に依つて，

は注意せねばならぬ窮である。体育柵導者は医師と協力　　　もぎとられたものである。

し十分な知識を持ち，よい助書な与えてスポーツ発逮に　　　　穿莫例2，は柔道試合「：i’1，跳腰な仕掛る際に発生した

貢献すべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　前腸骨蝋の骨折である。写莫例1，2，4は，スポーツ

（2）鞭環境すべてに親焼たされている当地は，　隣罫翻轍づける筋肉畷状収樹醜依つて起きた骨折の

矧蜘な・ツデーは稽鵬るが其の他の条件は施設状態　顕…翫例症である・

以外運動実施に麦障を来たす蘂がなく概ね良姫と言える　　　　写莫例3…吊捧登麟の鈎部に依る　頭蓋陥没骨折

が運動器具の手入れは不充分で特にトラックに於ける凹　　　写莫例4…所謂・投手骨折である

みが大ぎな原因となつている。砂場に於ても同様な嘉が　　　　写輿例5…野球Fi：1転倒に依る　肘関節の脱臼骨折

言え，幼年期層の各部捻挫・脱幽釜は殆どが之に依つて　　願例6…鍔こ棒から転輸歌る上腕繍隈通骨折

起つている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真例7…肘部外傷後1こ，発生した外傷性化骨性筋炎

（3）第臓の発生状態よ幌ても野bkt／こついで畢節的　　写真例8…遡炭「瞳1倒に依る大腿骨折

ソポー一ツとしてスキー一・スケートが多いのは附近に恵ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

れた滑趨棚りその隆醗乳，その発生順働睨　　　　VIII結　省
ても黒々当地のスポーツ廃逮に合致した調査数値が1二Ll　　　以上スポーッに依る障警と勤労に依る障鴇との，数蘭

た。一般遊戯は年齢的に見て幼児層に多く之はあまり調　　　なまとめと，特にスポーツとその外傷の契態を把握し，

査研究には関係がなかつた。しかし小学校低学年に比較　　　諸外傷の原因を考えると，止むを得ない場合もあると思

納外傷の多いのは指導者の不断の注意を必要とする。そ　　　われるが大多数の入達は，無理を，おしての原因が多く，

の・他はだいたい従来の統計と比較しても著しい違は認め　　　特に，不熟練，練習不足，準備運動の未実施である。但

られない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，厚真例第一図の如きは準備運動の終末に於て，単な

　㈲　季節的に判断すると，秋の実施が気候酌にも最適　　　る跳躍のみで発生した特異な例で，不可抗力に依ると思

である。しかし第二表の如くスポーツ外傷は六月，勤労　　　われる隙審もあつた。
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　之等の慕は，ある程度瀧意することに依に防止し得る　　　2）斉藤　教授3H本整形外科単界謡9（tg；ltl｝

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）臼体協医纂部編；ス71ミーツ鷹学（1f）tll9）

　種々と間題はあるが，医学との連絡をより・・層留にす　　　4・　1）llll∫部　薫穆i：Reearch‘｝f　Physical　Educatioll　P111

ると共に，指導に万全を期し，傷轡による心理的影響を　　　　　　　　　　　　　（：】951）

なくし体育運動の発展を阻警せぬ様’偽掛けねばならぬ。　5）猪飼通知体育の坐理学（：11・1）51）

調査研究のimes　1．t山開地小都市に於けゐ傑歌態の欄　　6）西ta　Tl“’　：小解剖学（195．1）

は推繁出来，折灘上からも，貴蹴な伽験を得た。　　　　　　7）寓畑　虎彦：体育管理（1952）

　本調査研究をまとめるに当り，御多忙lll熱心に御指鱒　　　8）吉田　　溝：進動施設と用碁の規格（19馴）

を戴き且つ漏い心で御励し下さいました安藤病院，木下　　　9）策大体協研：体育概論（1gr，4）

暉子・警蜘襯波藤守明諸光螂こ深甚の謝葱を表す。　：ゆ坂本・・闘・波鋤・依騨｛燃体育心囎拠1｝鋤

　　　　　　　　　：st　献　　　　11）笹川蝿原’三蒲．イ野繍醐論（1糊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）　46「畷1　　繁途錐：イ本静茅眉訂‘1三学　（1L951）

1　水町　四郎：体力化学5，6（1鮪6）



土屋：第1図版
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土屋：第2図版


